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Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果 

 

大月短期大学は、「選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」

において、目的の達成状況が良好である。 

 

当該選択的評価事項Ｂにおける主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 特別聴講生制度、公開講座、地域づくりゼミナール等、地域住民と学生が共に地域を学ぶ機会を提供

し、地域づくりに貢献している。 
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Ⅱ 選択的評価事項の評価 

 

【評価結果】 

  目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ｂ－１－① 短期大学の教育サービスの目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定められ

ているか。また、これらの目的と計画が周知されているか。 

正規課程の学生以外に対する教育サービスには、特別聴講生制度、県民コミュニティカレッジの公開講

座、地域づくりゼミナールがある。 

特別聴講生制度は、特別聴講生規程第１条において目的を「大学の専門的総合的教育機能を一般市民に

開放し、市民の生涯教育の一端を担い地域文化の向上発展を目的とする。」と明記し、授業科目の決定や受

講手続き等を規定し、制度の具体的運用方針を定めている。学生募集は、ウェブサイトや『広報おおつき』

を通じて毎年募集が行われている。 

公開講座は、山梨県の県民コミュニティカレッジの一環として実施されており、全体的な計画・方針に

沿い、教務委員会がテーマ決定や広報活動等の具体的な実施方針を検討し、ウェブサイトや『広報おおつ

き』において周知を図っている。 

地域づくりゼミナールは、大月市においても市民一人一人が問題意識を交流するとともに、広い視野か

ら地域づくりを考える場の必要性が高まっているとする地域の要請に、地域に根ざした短期大学として応

えるべく、平成11年の地域づくりゼミナール設立時に趣旨を明確化している。その趣旨に基づき、具体的

計画・方針を明らかにし、ゼミナール形式により月１回の開催で２年間の期限を１サイクルとし、大月短

期大学地域研究室が事務局となり、事務連絡等を担うこととしている。目的と計画は、ゼミナール参加者

募集に当たって『広報おおつき』等で公表し、『大月短大論集』に掲載の「第１期の報告」にも収録されて

いる。 

これらのことから、計画や具体的方針が定められており、計画が周知されていると判断する。 

 

Ｂ－１－② 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

特別聴講生制度は、正規授業の中で実施している（聴講料は無料）。受講人数の点から開講できない情

報処理科目・外国語科目等を除いた上で、教授会において担当教員の申し出に基づき開講科目を決定して

おり、平成20年度の開講科目は、前期32科目、後期33科目となっている。毎年４月にウェブサイトや『広

報おおつき』を通じて聴講希望者を募集し、教授会審議を経て応募者を特別聴講生として認めており、特

別聴講生は受講許可を受けた科目を、正規課程の学生とともに聴講している。なお、特別聴講生に対して

成績評価は行わず、出席状況から修了認定を行い、卒業式で修了証が授与されている。 

公開講座は、山梨県民を対象に県内の大学・短期大学が協同で開く県民コミュニティカレッジの一環と

して開催されており、平成19年度からは、「大学コンソーシアムやまなし・コミュニティカレッジ部会」

が主催している。教務委員会でテーマ、講義内容、担当講師を決定し、ウェブサイトや『広報おおつき』、

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

Ｂ－１ 短期大学の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ、成

果を上げていること。 
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ポスター等で受講者を募集し、専任教員や非常勤教員が講師となっているほか、テーマによっては地域住

民等に外部講師を依頼している。 

 地域づくりゼミナールは、第１期（平成 11～12 年度）には広報等での公募に応じて参加した市民約 20

人を対象に、演習形式の授業を月１回実施し、地域をめぐる状況、地域づくりの方法、先進的事例等に関

する講義、大月地域の状況や問題点、解決方法等をめぐる意見交換等が行われている。その後、受講者の

問題意識をＫＪ法で図式化し、そこから３つの受講者グループがそれぞれ地域づくりの提言をまとめ、提

言内容に基づき公開報告会を行い、『地域づくりゼミナール成果報告書』が作成されている。第２期（平成

13～16年度）には、第１期同様、演習授業が月１回行われ、第１期での提言を踏まえ、より実践的な課題

（駅周辺整備事業、県営公園桂川ウェルネスパーク建設、市町村合併等）に取り組むとともに、フィール

ドワークやワークショップ等も催され、第２期には学生の参加機会もあり、学生と市民との交流や地域活

動への参加する契機となっている。この期では２つの受講者グループが「人づくり」と「生活基盤づくり」

について提言をまとめ、平成16年３月には大月市助役を含む市民を前に報告会が開かれ、２つの受講者グ

ループと２つの学生グループが発表を行っている。報告会後にも、大月駅周辺整備事業に関するワーク

ショップの開催、学生自治会主催のクリスマス祭（学園祭）への参加、『地域づくりゼミナール成果報告書』

作成を受講者グループが行っている。第３期（平成17年度～）は前期までの活動を踏まえ、地域づくりゼ

ミナールの性格を、「行政と市民の協働が求められる時代、大月短大が地域により積極的に貢献しようとす

る中で、大月の中での様々な自主的な活動の交流と連携の核となり、行政と市民の協働のコーディネーター

となることを目指す。」と規定している。 

 大月の地域資源に関する確認・自覚・再発見を進める「大月学入門」と、情報の収集と交流、課題の学

習・討論を進める「情報交流センター」の二本柱によるゼミナールも開始され、平成17年度の公開講座で

「大月市の財政分析」を受講した市民が、大月市の財政分析を行うために自発的に集まり、地域づくりゼ

ミナール内に財政研究会を組織し、資料の収集・分析を行い、『大月市民がつくった財政白書』の作成とな

り、その後も月１回の研究会が開催されている。 

これらのことから、計画に基づいた活動が適切に実施されていると判断する。 

 

Ｂ－１－③ 活動の結果及び成果として、活動への参加者が十分に確保されているか。また、活動の実施担当者やサービ

ス享受者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。 

特別聴講生制度については、この５年間における各年度の登録者（延べ数）は 19～32 人、修了者数は

19～26人であり、なかには長期にわたり受講を続けている者もいる。 

 公開講座における過去５年間の公開講座受講生数は、テーマにより異なるが、20 人から 60 人程度の受

講生数となっている。平成17年度は地域づくりゼミナールのメンバーが企画立案に関わり、地域住民を含

めた外部講師が担当して、大月に関わるテーマを取り上げ、平成18年度及び平成19年度は、地域に関す

る潜在的な興味関心を満たせる古文書読解を取り上げて、受講生のニーズにこたえている。そのため直近

３年間は、それ以前より受講者が増加している。なお、平成17年度の講座で取り上げたテーマ「大月市の

財政分析」は、受講生自ら大月市の財政分析を始める契機となっている。公開講座では、参加者にアンケー

トをとっており、その中で満足度についての調査を行っている。平成19年度については、アンケート回答

総数32人中、「非常に良かった」10人、「かなり良かった」14人、「まあまあ良かった」４人、「あまり良

くなった」２人、「まったく良くなかった」０人、無回答２人で、満足度は高いといえる。 

 地域づくりゼミナールは、３期にわたり募集定員目標とした20人を超える参加者が得られ、その第２期

では学生11人が活動に関わったほか、大月市の大月駅周辺整備推進室と共同でワークショップを主催し、
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市民37人の参加を得ている。このゼミナールでは、参加者による地域問題の学習と意見交換から始まり、

第１期は３グループ、第２期は２グループにそれぞれ参加者が分かれて地域づくりの提言をまとめ、その

提言を公開報告会で発表し『成果報告書』にまとめている。その報告書には、第１期に12編、第２期に８

編の個人論文も掲載されている。本ゼミナールへの参加を契機に、地域づくりの実践へと発展的につなが

る事例も見られ、例えば、リサイクルショップ「ふらっと＆シャープ」の開店、森林再生の重要性に関す

る提言を踏まえた「森つくり会」の設立等がある。本ゼミナールは、地域住民と学生の交流だけでなく、

学生が地域づくり活動に参加するという変化をもたらし、地域をフィールドにした授業である「大月学入

門」等の実現にもつながっている。 

 これらのことから、活動の結果及び成果として、活動への参加者が十分に確保されており、活動の成果

が上がっていると判断する。 

 

Ｂ－１－④ 改善のための取組が行われているか。 

 特別聴講生制度については、出席状況を評価して修了認定し、卒業式で修了証授与を行うことで、活動

実態が公開される仕組みとなっている。平成20年度から募集を春秋の２回行うこととなっている。 

 公開講座については、県民コミュニティカレッジとして行う公開講座であるため、県民コミュニティカ

レッジ運営協議会（現「大学コンソーシアムやまなし・コミュニティカレッジ部会」）に報告書を毎年提出

しており、その過程で、公開講座の評価や、受講者数の検討も行われ、必要な改善措置も検討されている。 

 地域づくりゼミナールについては、その成果は、成果報告書により公表と評価が行われている。それら

の活動では参加者自身の意見も取り入れ、改善の取組が行われ、第２期のゼミナールからは参加者から運

営委員を選出し、運営委員会でゼミナールの内容・運営方法等を検討する仕組ができている。 

 これらのことから、改善のための取組が行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 特別聴講生制度、公開講座、地域づくりゼミナール等、地域住民と学生が共に地域を学ぶ機会を提

供し、地域づくりに貢献している。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象短期大学から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況 

（１）短期大学名  大月短期大学 

（２）所在地  山梨県大月市 

（３）学科等の構成  経済科 

（４）学生数及び教員数（平成20年５月１日現在） 

学生数：457人 

   専任教員数：16人 

 

２ 特徴 

１）沿革 

 昭和29年（1954年）8月に大月市の市制が施行され、

その翌年、大月市立の大月短期大学が発足した。当初、

入学定員は 100 名であったが、昭和 55 年度からは 150

名、平成4年度からは200名に増員され現在に至ってい

る。 

 大月市立の短期大学として、地域との連携を重視し、

昭和56年には、「市民のための相談室」、「地域研究室」、

市民が無料で授業を受けることができる「特別聴講生制

度」を発足させた。 

 

２）経済科、男女共学 

 本学は、経済科の単科の短期大学である。当初より、

男女共学であるが、近年は男子の比率が上昇し、今年度

入学生215名の内訳は、男子78名、女子137名である。 

（平成4年度225名中、男子22名、女子203名。平成9

年度237名中、男子57名、女子182名。） 

 

３）全国から学生を受け入れ 

 本学は、北海道から沖縄県まで全国から入学生を受け

入れ、全国へ卒業生を送りだしている。受け入れ数の多

い県は山梨（平成20年度65名）、長野（同61名）、富山

（同25名）、新潟（同10名）、静岡（同10名）、岩手（同

7名）、島根（同5名）などである。 

 

４）修学費用負担の低さ 

 本学の修学費用は、教育の機会均等の趣旨を尊重し、

学費ほか修学費用を低くするよう配慮している。年間の

授業料は37万 9200円、入学金（市内在住者は11万円、

市外在住者は20万円）、施設納付金6万円を加えた1年

次の必要総額は、市内在住者54万 9200円、市外在住者

63万 9200円である。 

 修学費用の低さと短期大学2年制ということで高等教

育を享受しうることになった学生も少なくない。全国に

広がる学生の出身地も、大月市同様の地方小都市が多い。 

以上のことは、質素でまじめな大月短期大学生の特質に

つながっている。 

 

５）就職と編入学 

 卒業生の進路は、就職と4年制大学への編入学に2分

される。平成20年 3月卒業生の場合、就職が53%、編入

学が35%、専門学校3%、その他9%となっている。 

 平成20年 3月卒業生の就職内定率は94.6%で、業種別

では、卸売り・小売業 19%、製造業 18%、金融・保険業

18%、サービス業 10％、以下、公務、医療・福祉、飲食

店・宿泊業、情報通信業などとなっている。サービス業

の中では、税理士事務所、会計事務所なども目立つ。 

 編入学については、公立短大中のトップクラスの実績

が全国的にも知られるようになっている。平成19年度卒

業生では、延べ合格者数82名（実数は71名）、国公立大

学 50 名、私立大学 32 名で、学部別では、経済系 44%、

経営系20%、地域政策系9％、法学系7％、その他社会科

学系10%、人文系5%、理系5％などである。 

 なお、3名の専任スタッフによる進路支援室を設置し、

個別の相談に応じるとともに、1 年次から就職、編入学

の希望別に時間割に組み込んだ進路ガイダンス・外部講

師によるセミナーを行うなど、充実した支援体制を構築

している。 

 

６）教育課程の特徴 

 以上の本学の特徴にもとづき、大月短期大学の教育課

程は、現代社会の仕組みを理解し主体的に生きる個人の

育成を目的として、以下のような特徴を持つ。 

①充実した導入教育 

②進路に合わせたカリキュラム 

③コミュニケーション能力の形成を重視 

④教養演習、専門基礎演習、専門演習など充実した演習 

⑤少人数教育、重要科目で複数のクラス設置 

⑥地域をフィールドにした学習 

⑦学生と教職員、学生同士の密接な関係
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ⅱ 目的（対象短期大学から提出された自己評価書から転載） 

 

１．学則第 1 条で規定した、大月短期大学の目的 

 大月短期大学は、短期大学として高等教育の一環を担うことを使命としている。 

学則第 1 条は、「大月短期大学は、教育基本法及び学校教育法の趣旨に基づき、高い理想のもとに広く一般教養

を高めると共に深く専門の学芸を教授、研究し、文化の向上と経済活動の発展に貢献する有為な人材を育成する

ことを目的とする」と規定している。 

 

２．いかなる大学を目指すか 

 本学は、大月市立の経済科の短期大学として、以下のような大学を目指すことを掲げている。 

 ① 中心的な教育目標を、社会人及び一般的職業人育成と具体的職業人育成に置く。 

   別の言い方をすれば、一般教育と専門教育を同等の教育目的とする。 

 ② 「経済・経営という専門を通じた実際的な教養教育」…専門教育 

   「経済・経営という専門を志向した実際的な教養教育」…一般教育 

 ③ 編入志向、職業準備、未定者用教育 

    職業準備教育は、事務・経営管理職用と営業販売サービス職用 

 ④ 地域に根ざし、地域に開かれた短期大学として、全国各地域で活躍する人材を養成する。 

 

３．全体的教育目的 

 2 で掲げた大学を通して、学生が目指すべき基本的な成果を「全体的教育目的」として規定している。 

 「（経済と経営を中心にした）現代社会の仕組みと個人」をテーマとし、以下の三点を本学の教育目的とする。 

 ① 社会の変化に主体的に対応できる能力（問題解決力、自己教育力等）を育成する。 

 ② 一人前の社会人として生きる素養を形成する。 

 ③ 経済学・経営学を中心とした専門的な基礎知識、能力を身に付け、地域などの社会で職業人として主体的

に生きる素養を形成する。 

 

４．大月短期大学の個性、特色 

 1 から 3 で掲げた目的の実現を追求する本学は、以下のような個性、特色を持つ。 

１）経済単科の短期大学 

 就学年限 2 年間の短期大学では、看護や幼児教育などのような資格取得目的のものが多いが、大月短期大学は

設立当初から経済科の単科で男女共学の短期大学ということが特徴であった。 

 そこから、特定の資格取得に直結する教育ということではなく、現代社会の仕組みを理解し、主体的に生きる

個人の形成が全体的教育目的のテーマとなる。本学での一般教育と専門教育を通して、また、経済学・経営学を

中心に主体的に学ぶことを通して、学生諸個人が現代社会の仕組みを理解した上で、進路（就職・編入学）を主

体的に選択し、その進路を獲得すると共にそこで必要とされる基礎的な素養を身に付けることを目指す。 

 これは、日本における高等学校までの教育や、大学受験の現状から見て、短期大学が果たしうる重要な役割と

言える。とくに、激しく変動を繰り返す歴史的な転換期にある現代社会において、経済科の短期大学として、こ

の意義は一層大きくなっている。 

２）どのような卒業生を送り出しているか 

 本学は、基本的には上記の役割をこれまで果たしてきていると評価できるであろう。具体的に、以下のような

卒業生を送りだしている。 
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 就職では、地方の中堅・中小企業、一部の大企業、地方の金融機関、さらに、公務員や会計事務所・税理士事

務所など。地域社会を実質的に支える産業・職業分野で活躍する人材を送り出している。 

 編入学では、この間、国立大学、公立大学を中心に私立大学も含め、卒業生の３割程度が 4 年制大学への編入

学をするようになっている。進学先は、経済、経営、法学、地域政策などを中心に、教育、歴史、外国語、農学

など多様な分野にわたっている。 

 入学当初、就職を希望していた学生が本学で学ぶ中で編入学に進路を変更する者もおり、またその逆もある。

こうした選択可能性を一層拡げることが求められる。 

 

５．教育目的に沿った努力 

 本学では、教育目的に沿って、以下の諸点で教育改革や教育の充実への努力をつづけてきた。 

１）導入教育の強化 

 新入生に、本学で自覚的に学ぶことを意識させ、大学での学び方、さらには卒業後の進路を意識した学びへ導

くことを目的として「学ぶ・働く」という全員履修の科目を 1 年次前期の前半に設定している。また、外国語を

自覚的に学ぶための「言語と文化」も同時期に設定している。さらに、「日本語Ａ」「経済学入門」「経営学入門」

「簿記原理」を、本学の教育目的の達成のための導入科目として位置づけて、開講している。 

２）コミュニケーション能力の育成 

 いかなる分野に進むにしても不可欠なものであり、また、本学での学習のためにも不可欠なコミュニケーショ

ン能力の育成を重視し力を注いでいる。 

 「日本語」やチュートリアル（「日本語演習」「課題研究」）、さらには、教養演習・専門基礎演習・専門演習な

どでも、コミュニケーション能力の育成を課題として追求している。 

３）経済学教育の改革と経営学の強化 

 大学における経済学教育は、多くの 4 年制大学でも困難に直面している。また、本学の入学者の場合、経済科

で経済学を学ぶということを意識して来た学生は多くないのが現状である。そのような条件のもとで、学生への

学習の動機付けから始めて、2 年間で自分の頭で経済を理解するための基礎的な素養を身に付けさせることを目

指し、経済学教育のカリキュラムや教育方法の改善のための努力をつづけてきた。 

 また、卒業後の就職や編入学の分野を考慮した場合、経済学の分野を狭く限定せず経営学の分野を拡充する必

要がある。そこで、経営学分野の教育を強化してきた。 

４）外国語教育、簿記会計教育、情報処理教育の改革 

 外国語教育では、英語必修を外した上で、「言語と文化」を学んで自覚的に外国語の学習に取り組むことを促す

ことにした。また、選択できる外国語を、中国語、韓国朝鮮語、ドイツ語を含めた 4 カ国語とした。 

 簿記会計教育と情報処理教育では、現実の変化に対応した教育システムへの改革を進めてきた。 

５）地域との連携 

 大月市立の短期大学として、これまでも地域との連携に力を注いできた。近年は、学生が地域に出て学ぶこと

を正規の授業として位置づけるなど、学生の教育の面でも地域との連携を追求してきた。 

６）新カリキュラムの目指す方向 

 これまでの努力の方向をさらに発展させるため、平成 19 年度から新カリキュラムを導入した。今回のカリキュ

ラム改革における方向は、以下の 4 点である。 

① 日本語教育の充実 

② 経営学教育の充実 

③ 基礎的な経済学教育の充実 

④ 地域をフィールドにした学習 
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ⅲ 選択的評価事項に係る目的（対象短期大学から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

１．市立の短期大学としての地域貢献活動と「正規課程の学生以外に対する教育サービス」 

 本学は、大月市立の短期大学として、「地域のための大学」を設立の理念とし、地域貢献を追求してきた。昭和

56（1981）年には、大学の専門的教育機能を一般市民に開放する「特別聴講生」制度を開始し、地域の調査・研

究を担う「地域研究室」と、市民の相談に応じる「市民のための相談室」を設置した。これらの地域貢献活動を

継続する過程で、正規課程の学生以外に対する教育サービスも発展させてきた。具体的には、以下のような継続

的な地域貢献活動の経過の中で、「正規課程の学生以外に対する教育サービス」は質的発展を遂げてきた。 

⑴特別聴講生制度：大月市民（大月市内在住者又は市内事業所に勤務する者）のために本学授業を公開し、授業

料を無料とする。本制度は大月市民の生涯教育の一端を担ってきた。 

⑵市民のための相談室：家庭や教育、法律などについて市民の相談に応じ、市民生活の安定・向上・発展に寄与

してきた。 

⑶地域研究室：地域の調査や公開講座を開催し、併せて、『大月市史』編纂時の資料整理と目録作成を行った。平

成 8 年には「地域調査プロジェクト」を発足させ、地域調査（「岩殿ニュータウン」の入居者アンケート調査）を

実施するとともに公開講座を開催した。平成 11 年には、「地域づくりゼミナール」を発足させ、市民自らが地域

のことを考え、地域づくりについて意見交換する場を提供した。このゼミナールでは、地域が抱える問題に関す

る学習と討論のほか、問題解決への提言も行うなど、活発な活動が広がった。その過程で、本学と市民のつなが

りが強まるとともに、地域に関心を持つ学生と市民との関わりも深まった。大月市の 87% を占める森林の再生を

目指す「大月森つくり会」の活動、地元の大月商店街協同組合の空き店舗活用の調査事業、「ひろさと村」と名付

けられた店舗で読書喫茶 Books & Café の運営などに、学生が参加してきた。 

⑷地域と連携したカリキュラム：本学では学生の地域活動を積極的に評価し、学生が地域に出て地域の問題を解

決する活動に携わることを、平成 19 年度カリキュラムで「地域をフィールドにした学習」として位置づけた。「大

月学入門」と「地域実習」を柱とするこの新しいカリキュラムは、地域で活動する市民が講義を担当し、さらに

地域活動の中で学生を指導する。地域と連携した新しいカリキュラムであり、本学と市民の協働による教育の試

みである。 

 

２．正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的 

 １で述べた経過で形成されてきた「正規課程の学生以外に対する教育サービス」の目的は 4 点に整理される。 

（１）短期大学の授業の市民への開放〔特別聴講生制度〕。 

 本学での正規授業を無料で開放することで、市民に生涯学習の場を提供する。 

（２）市民に研究・教育の成果を公開〔公開講座〕。 

 市民のための公開講座を企画し、本学教員や招聘した外部講師が講義を担当して公開講座を開催する。これも、

市民に生涯学習の場を提供する。 

（３）市民が地域について学び・考える場〔地域づくりゼミナール〕。 

 市民自らが学び、問題意識を発展させ、地域問題の解決方法を考える場を、ゼミナール形式で提供する。 

（４）学生が地域に出て学ぶ場を、協働して担う〔「地域をフィールドにした学習」、「大月学入門」・「地域実習」〕 

 本学教員とともに本学教育を担う機会を通じて、能動的な学びの場を市民に提供する。 

 以上のように、本学の、正規課程の学生以外に対する本学の教育サービスは、学ぶ場の提供から始まり、学生

教育に携わりながらの能動的学習まで、広がり発展している。これは、「地域の短期大学」を市民とともにつくり

あげるもことを目指すものである。 
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ⅳ 自己評価の概要（対象短期大学から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

本学では、「地域のための大学」という理念のもとで、地域貢献活動を継続してきた。そのなかで、正規課程

の学生以外に対する教育サービスを4分野で発展させてきた。 

①特別聴講生制度：本学の専門的教育機能を一般市民に開放する制度で、過去5年間は20名から30名程度の参加

者が、正規課程の学生と共に熱心に聴講している。 

②公開講座：山梨県内の高等教育機関が連携して実施する「県民コミュニティカレッジ」の一環として、毎年

開講している。本学の専任・非常勤の教員の研究成果や、市民のニーズに応えるテーマを設定し、過去5年間は、

年間でのべ100～260名の市民参加がある。 

③「地域づくりゼミナール」：市民が地域問題について学び、考え、意見交流する場として平成11年に開講され

た。これまで3期開講され、各期とも20名超の市民が参加した。意見交換や調査活動、地域づくりへの提言づく

りをゼミナール形式で行い、報告会開催や『成果報告書』の発刊を行った。また第3期には、公開講座への参加

で関心を持った市民がプロジェクトを組み、『市民がつくった財政白書』を作成した。本ゼミナールでの学習を

契機に、具体的な地域づくり活動が始まるなど、地域づくりの諸活動と本学の連携も拡がっている。 

④「地域をフィールドにした学習」：「大月学入門」という授業では、地域の概要と地域づくりの活動例を学生

に紹介している。「地域実習」という授業は、地域づくり活動に学生が参加して実地学習を行う。両授業では、

専門的技能を持ち地域活動に携わる人材が講義を行い、本学教員と協働して学生教育にあたる。地域住民にと

っても、授業は学生教育を通した能動的な学びの場ともなっている。 

  以上のように、地域貢献・地域活性化・学生教育の3要素が結びつき、「地域のための短期大学」という本学

の存在が定着しつつある。そのなかで、正規課程の学生以外に対する教育サービスも多面的に展開しており、

目的の達成状況は良好と評価できる。一方で、教員および事務職員の少人数体制の中で、現状の事業実施以上

の活動が困難な状態である。地域・市民により広く周知し、活動経験を記録・整理・蓄積し、改善取組を進め

るには、責任と業務分担の体制整備が必要である。 
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ⅴ 自己評価書等 

 

 対象短期大学から提出された自己評価書本文については、機構ウェブサイト（評価事業）に掲載しております

のでご参照下さい。 

 なお、自己評価書の別添として提出された資料の一覧については、次ページ以降の「ⅵ 自己評価書に添付さ

れた資料一覧」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

機構ホームページ  http://www.niad.ac.jp/ 

 

  自己評価書     http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou200903/ 

tandai/jiko_ohtsuki_t_s200903.pdf 
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ⅵ 自己評価書に添付された資料一覧 

 

事 項 資料番号 根拠資料・データ名 

選択的

評価事

項Ｂ 

Ｂ－１ 

Ｂ－２ 

Ｂ－３ 

Ｂ－４ 

Ｂ－５ 

 

Ｂ－６ 

 

Ｂ－７ 

Ｂ－８ 

Ｂ－９ 

Ｂ－10 

 

Ｂ－11 

Ｂ－12 

Ｂ－13 

Ｂ－14 

Ｂ－15 

別冊資料Ｂ－１ 

別冊資料Ｂ－２ 

別冊資料Ｂ－３ 

「大月短期大学特別聴講生規程」 

『広報おおつき』2008年３月 

『広報おおつき』2007年10月 

長谷川義和「地域づくりゼミナール第１期の報告」『大月短大論集』33号、2002年、221-5頁

上笹恵「大月商店街における消費者ニーズ分析」『大月短大論集』第 36 号、2005 年、21-23

頁 

上笹恵「経営学の実践教育を通じた知恵の獲得と異文化の交流」『経済教育』25号、2006年、

144-150頁 

『平成20年度開講科目の講義要目』116-9頁 

「平成20年度特別聴講生開講科目」 

「県民コミュニティカレッジ事業（平成15年からの状況）」 

長谷川義和「地域づくりゼミナール第１期の報告」『大月短大論集』33号、2002年、226-231

頁 

長谷川義和「地域づくりゼミナール第２期の報告」『大月短大論集』37号、2007年、13-20頁

「大月学入門」2007.7.14 

『地域づくりゼミナール成果報告書1999（平成11）年度～2000（平成12）年度』目次 

『地域づくりゼミナール成果報告書2001（平成13）年度～2004（平成16）年度』目次 

「『大月学入門・運営協議会』開催のお知らせとお願い」 

『地域づくりゼミナール成果報告書1999（平成11）年度～2000（平成12）年度』 

『地域づくりゼミナール成果報告書2001（平成13）年度～2004（平成16）年度』 

『大月市民がつくった財政白書』 
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